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仏
教
的
精
神
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

と
し
た
仏
教
保
育
に
お
い
て
は
、

生
命
尊
重
の
保
育
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
い
の
ち
は
こ
の

世
の
す
べ
て
の
存
在
と
の
関
わ
り

合
い
の
中
で
生
ま
れ
、
存
在
し
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
い
の
ち
を
慈

し
み
尊
ぶ
情
操
を
育
む
こ
と
は
、

E
S
D（
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
教
育
）
の
理
念
と
も
通
ず

る
も
の
で
あ
り
、
持
続
可
能
な

世
界
・
子
ど
も
達
の
豊
か
な
未

来
を
創
る
事
に
結
び
つ
く
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

寺
院
は
従
来
、
地
域
の
拠
点
と

し
て
社
会
の
問
題
解
決
を
担
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
寺
院
活
動

を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
付
け
る
こ
と

に
よ
り
、
新
た
な
意
義
や
価
値
を

見
出
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
昨
年
よ
り
全
日
本
仏
教
婦

人
連
盟
、
全
国
青
少
年
教
化
協

議
会
と
当
協
会
と
の
三
団
体
が

協
働
し
「
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な

地
球
を
つ
な
ぐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
球
上

の
「
誰
一
人
も
取
り
残
さ
れ
な
い
」

誓
い
の
も
と
、
今
あ
る
課
題
に
問

題
意
識
を
持
ち
、
よ
り
豊
か
な
未

来
を
築
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０
年
11
月

よ
り
、（
公
財
）
全
国
青
少
年
教

化
協
議
会
・（
公
社
）
日
本
仏
教

保
育
協
会
・（
公
社
）
全
日
本
仏

教
婦
人
連
盟
の
仏
教
三
団
体
は
、

「
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
地
球
を

つ
な
ぐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
共
に

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
２
０
２
２
年
春
に
、
三

団
体
の
リ
ー
ダ
ー
方
に
ご
登
場
い

た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
に
持
続
可

能
な
社
会
を
構
築
す
る
為
の
方
向

性
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　

理
事
長
　
髙
山
久
照

私たちの
活動報告
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21 日

24 日
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各事業にご賛助及び
ご協力をいただき、
ありがとうございます。

「全佛婦」１３４号発行

子どもたちに豊かな地球をつなぐキャンペーン

（東京グランドホテル）

第５回運営委員会（ZOOM 会議）

「沙羅の樹」編集（ZOOM 会議）　

常務理事会（ZOOM 会議）

・（公財）WCRP 第５回女性部会委員会 ( オンライン会議 )

（公財）国際仏教興隆協会第３１回理事会 ( オンライン会議 )

花の種発送作業 ( 代々木会議室 )　

（公財）全日本仏教尼僧法団元理事長笹川亮宣尼本葬儀

（新宿・観音庵）

第２８回理事会（ZOOM 会議）

（公財）全日本仏教会第６回支援検討会議（オンライン会議）

内閣府立ち入り検査（事務局）

（公財）全日本仏教会 第９回代議員会議（オンライン会議）

　３月 25 日現在（ 順不同・敬称略 ）

順次ご案内をいたします。

令和３年度皆様からお預かりいたしましたお写経は、（公財）
国際仏教興隆協会様に委託し、インド日本寺本堂にて現地
駐在のご住職様によって法要後に境内にあります宝篋印塔

に納めていただきます。ありがとうございました。（未だインドへの入国はでき
ませんが、国際仏教興隆協会様にお届けしてあります）
　今年度も引き続き写経運動にご賛同くださいますようお願い申し上げます。

令和３年度は２名の生徒さんが無事卒業され、ご支援に感謝
の手紙が届きました。紙面の都合上次号にて掲載いたします。

新型コロナウイルス
禍により、役員の皆
様と対面での会議が

出来ない中で、令和３年度は理事会、常
務理事会、運営委員会、編集委員会をオ
ンライン会議にて開催いたしました。

写経運動

あおぞら
奨学基金

事務局より

コロナ禍のために諸事情により、今年度はホチキス止めを
やめ、３００００袋の種をリーフレットと共に、皆さまにお
届けいたしました。各々配布していただければ幸いですの

でよろしくお願い申し上げます尚、発送作業にご協力いただきました皆様に感謝
申し上げます。

花の種運動

A c t i v i t y    R e p o r t

つなぐキャンペーン

子どもたちに
豊かな地球を

▼社会福祉基金にご協力の方々
　念法眞教　花岡眞理子　河原時子 
　笹川悦導
▼あおぞら奨学基金にご協力の方々
　丸山弘子　佐々木公子　岩脇孝子　　
　吉田視知恵
▼花の種運動にご協力の方々
　岩脇孝子　佐々木公子　花岡眞理子　
　大橋百合子　東本願寺　本多端子　　
　末廣久美　河原時子　總持寺　善照寺
▼写経運動にご協力の方々
　【事務局扱い】
　村上和之　佐々木公子　岩脇孝子　　
　末廣久美　横山俊子　海老名初江　
　大橋百合子　栃澤元子　猪瀬三枝子　
　田中美恵子　野沢喜代恵　大橋聡衣
▼誌代にご協力の方々　
　　丸山弘子　河原時子　海老名初江

絵解き　釈迦涅槃図　
講　師　岡澤恭子氏
日　時　４月１１日（月）
　　　　　１４時～１５時３０分

文化講座（ Zoom）
第１２３回

日　時　６月６日（月）
会　場　代々木会議室
東京都渋谷区千駄ヶ谷 4-5-10

真言宗智山派大本山川崎大師
平間寺にて 10月末に開催

第 10 回総会

第 69回大会

今後の予定
コロナウイルス禍状況により、

変更することもございます

（
公
社
）

日
本
仏
教
保
育
協
会

1

花
ま
つ
り
甘
茶
か
け

植
物
指
導（
土
作
り
）

子どもたちに
豊かな地球をつなぐ
キャンペーンとは？

仏教三団体が協働し、負の遺産を

次世代に残さないために、釈尊が

説いた縁起観（相互依存性）に基

づき、環境破壊から環境再生・維

持へと強い意志を持って実践する

ものです。社会全体が「少欲知足」

を旨とする持続可能な「共生社会」

を実現し、豊かな環境を子どもたち

につないで行くことを目指します。



機
付
け
が
必
要
で
あ
り
、
私
は
、

今
こ
そ
「
仏
教
的
な
価
値
観
」
が

必
須
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
大
乗
仏
教
で
は
、
古
来
「
山

川
草
木
悉
有
仏
性
」「
草
木
国
土

悉
皆
成
仏
」と
説
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
世
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
も

の
が
「
ほ
と
け
」
の
顕
れ
だ
と
い

う
こ
と
、
ま
た
、
す
べ
て
が
「
ほ

と
け
」
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
教
え
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
地
球
を

つ
な
ぐ
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
仏
教
の
縁
起
観
に
基

づ
き
〝
い
の
ち
〟
の
相
互
依
存
性

を
深
く
認
識
す
る
こ
と
。そ
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
い
の
ち
に
対
し
て
、
深

い
敬
意
と
尊
重
を
も
っ
て
日
常
を

生
き
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る

と
信
じ
る
も
の
で
す
。多

謝 

合
掌

　　

菅
前
首
相
は
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
を

２
０
１
３
年
度
比
で
46
％
削
減
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
宣
言
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、
既
存
の
価

値
観
に
基
づ
く
小
手
先
の
対
策
で

は
、
到
底
、
実
現
不
可
能
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
す
べ

て
の
人
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
動

　

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
地
球
を

つ
な
ぐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環

で
、
１
月
17
日
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
作
家
で
あ
る
藤
田
佳
子

先
生
（
淑
徳
大
教
育
学
部
教
授
）

の
「
い
の
ち
の
共
生
を
考
え
る
ー

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
に
よ
る
環
境
教

育
」
と
題
し
た
、
指
導
者
研
修
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
て

環
境
教
育
、
今
、
地
球
に
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、

の
講
義
を
受
け
、
続
い
て
藤
田
先

生
が
作
成
さ
れ
た
新
作
「
地
球
を

笑
顔
に
！
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
雨
か
ら

生
ま
れ
た
「
し
ず
く
ち
ゃ
ん
」
が

語
り
部
と
な
り
、
水
道
水
を
大
切

に
使
う
こ
と
、
レ
ジ
袋
を
食
べ
る

魚
を
防
ぐ
た
め
に
エ
コ
バ
ッ
グ
を

使
う
な
ど
、
環
境
に
や
さ
し
い
生

活
の
実
践
を
わ
か
り
や
す
く
実
演

さ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

は
不
織
布
の
パ
ネ
ル
を
舞
台
に
絵

や
文
字
を
貼
り
付
け
て
、
話
や
ク

イ
ズ
を
展
開
す
る
表
現
法
で
す
。

　

そ
の
後
、
先
生
が
用
意
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
パ
ネ
ル
人
形
を
、

は
さ
み
や
ボ
ン
ド
を
使
い
実
際
に

作
成
し
グ
ル
ー
プ
で
実
演
を
し
ま

し
た
。
大
人
も
子
ど
も
も
実
践
し

て
い
け
る
貴
重
な
経
験
を
、
何
か

に
生
か
せ
れ
ば
よ
い
か
な
と
思
い

ま
し
た
。
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

（
髙
﨑
悦
子
）

　
　

常
任
理
事
　
神　
　

仁

「花の種」リーフレット

全日仏婦の会員の皆様が所属さ

れる寺院や教育機関などからの

レポートを企画してまいります。

初回は花岡眞理子理事長の幼稚

園をご紹介します。

「いのちの共生を
考える

ーパネルシアターによる
環境教育」
に参加して

（
公
財
）

全
国
青
少
年
教
化
協
議
会

2

南博SDGｓ国連担当大使に要望書を提出 (2015年）パネルシアターを実演する藤田教授

（
公
社
）

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

3

キャンペーン成道会
リーフレット２０２１

Report

　栃木県小山市にある認定こ
ども園梅ヶ原幼稚園では、毎年
２月３日豆まきの集いを行い
ます。園児たちが自分でお面
や、豆入れを作ります。クラス
ごとに色々なお面ができ、節分
の行事を楽しみにしています。
　「福は内・鬼は外パラパラパ
ラ豆の音、鬼はさっさと逃げて
いく」
　今年も赤鬼さん・青鬼さんが
やってきました。園児たちが自

分でお面をかぶり、鬼の登場に
怖がりながらも、豆を赤鬼さ
ん・青鬼さんにぶつけていまし
た。福の神の登場で「おまめに
見立てたボーロをひとり一袋
ずついただきました。」とても
楽しい豆まきの集いが出来ま
した。園長先生が「自分の心の
中に住む・泣き虫鬼や、いじわ
る鬼・いやいや鬼・わがまま鬼
を退治することが出来ました
ね」と、お話しておられました。

　

　毎年年長組の子どもたちが
下野市の慈眼寺において座禅
の体験をします。今年はコロナ
禍で、日程が2月 28日と大分
遅れてしまいましたが行うこ
とが出来ました。慈眼寺（真
言宗智山派）にて献花・読経
後、お焼香・法話を聞き座禅
の体験（約 15分間）をしまし
た。その後、涅槃会の掛け軸
についての説明を聞き手を合
わせて「なむしゃかむにぶつ」
と唱えました。しっかりと座禅
をくむことができました。

認定こども園

梅ヶ原幼稚園

REPORT! 01

豆まき の 集 い

涅 槃 会

　

仏
教
三
団
体
（
公
財
）
全
国
青

少
年
教
化
協
議
会
・（
公
社
）
日
本

仏
教
保
育
協
会
と
私
達
、（
公
社
）

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
で
「
子
ど

も
た
ち
に
豊
か
な
地
球
を
つ
な
ぐ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
い
う
同
じ
目

的
を
持
ち
三
団
体
が
協
力
し
合
い

な
が
ら
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
色
々
な
情
報
や
考
え
を
発
信
し

て
い
く
事
が
出
来
ま
す
。

　

一
団
体
で
は
出
来
な
い
事
も
二

団
体
の
方
々
の
お
力
を
お
借
り
す

る
事
に
よ
り
、
大
き
く
広
が
り
を

見
せ
る
事
が
出
来
ま
す
。
講
演
会

や
講
習
会
で
い
ろ
い
ろ
な
事
に
取

り
組
み
、
な
か
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

一
つ
“
環
境
問
題
”
に
つ
い
て
は

子
ど
も
た
ち
に
も
、
楽
し
く
理
解

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
研
修
会
を

行
う
な
ど
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
達
、
全
日
仏
婦
は
環
境
事
業
と

し
て
“
命・ひ
と
粒
の
種
”
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
花
の
種
」
と
共

に
、
水
の
大
切
さ
・
環
境
破
壊
が
海

の
生
き
物
に
ど
の
よ
う
な
悪
影
響

を
及
ぼ
す
か
等
を
書
い
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
写

経
運
動
で
は
写
経
の
意
義
を
広
く

進
め
て
い
く
事
、
里
親
運
動
で
は

（
公
財
）
全
青
協
と
共
に
支
援
を
し

イ
ン
ド
の
里
子
達
に
教
育
資
金
や

心
の
交
流
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
を
女
性

の
立
場
か
ら
考
え
、
二
団
体
の
方
々

と
共
に
活
動
し
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

合
掌

理
事
長　

花
岡
眞
理
子

花の種発送作業
皆さまありがとうございました


